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FDG MicroLabTM システムを用いる 18F-FDG の合成：
臨床応用のための基礎的検討
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要旨　オンカラム法による 18F-FDG 自動合成装置 (FDG MicroLab, GE Medical Systems) の臨床利用へ

の応用性を検討するため，本合成装置を用いて 18F-FDG を合成し，その品質と再現性について検討し

た．サイクロトロンの照射条件は 15 µA,  60 分とし，5 回の合成を行った．合成時間は照射終了後

約 50 分，収量は 9.34±1.06 GBq (合成終了時)， 収率は 47±3% (減衰補正後)， 放射化学的純度は

98.0±0.5% であった．その他の確認試験，純度試験等もすべて放射性薬剤の基準と臨床使用の指針

(RADIOISOTOPES, 44, 1995) に適合していた．これらの結果から，合成された 18F-FDG の収量，純度

は良好であり，再現性にも問題がないことが示された．したがって，本自動合成装置による 18F-FDG 合

成は臨床利用に適すると考えられた．

 (核医学 36: 873–878, 1999)


